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東京大学校友会からのお知らせ
しない立候補者を指定し、選挙管理委員会

に送付する」（規則第14条）という選挙方

法です。選挙の結果、同意しない票が当該

選挙区選挙権者数の4分の1を超えた立候

補者がいなかったため、規則第14条2項に

より40名の立候補者全員が個人代議員に

選出されたこととなり、6月13日個人代議

員確定の公示が行われました。
（https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400216881.pdf）

　これら40名の第2期個人代議員は、来る

10月1日に就任され（任期3年）、校友会

会費納入済みの団体会員（団体V会員）選

出の団体代議員と共に、同月21日の第22

回東京大学ホームカミングデイ当日に開催

予定の代議員会で議決権を行使頂きます。

尚、代議員会には、家族会員（主として在

学生の保護者）もオブザーバーとして招待

されます。

東京大学校友会事務局長 
神澤俊介（1978年法学部卒）

ないし部局同窓会代表を中心に最大限4名

の役員増員を提案するものです。

初の個人代議員選挙の結果： 
第2期個人代議員40名を選出
　2022年度の会則改正、個人代議員選挙

規則（以下「規則」）の制定を受け、初の

個人代議員選挙が実施されました。まず、

4月12日現在の選挙権者（会費納入済みの

個人会員）5,541名に対して立候補手続が

告示され、最終的な立候補の届出は、卒業・

修了生選挙区38名、在学生、教職員各選

挙区1名と、各選挙区の個人代議員定数と

同数になりました。

　合計40名の立候補者に対して、5月26

日～6月5日に選挙方法の特例による選挙

が実施されました。これは、「投票は行わず、

代議員に選出することに同意できない立候

補者がいる選挙権者に限り、投票用手段に

選挙管理委員会の定めるところにより同意

2023年度東京大学校 
友会役員会報告
　去る7月7日、本郷キャンパス本部棟に

於いて東京大学校友会役員会が開催されま

した。藤井輝夫名誉会長（東京大学総長）

以下20名の役員が出席し（うちオンライ

ン4名）、会長挨拶（江口夏郎副会長兼幹

事長代読）、藤井総長挨拶、津田敦副会長

（大学理事副学長）挨拶に続いて議事に移り、

2022年度事業報告、同繰越金処分案、

2023年度活動計画、同予算案、代議員会

付議案件（2024年度役員改選案）の5議

案を審議・承認しました。最後に、汪婉顧

問から東大北京校友会等について発言があ

りました。

　22年度決算は、会費収入が2,092万円（予

算比▲908万円）にとどまったものの、コ

ロナ禍持続を背景に経費支出も予算を下回

った結果、566万円の収支黒字を確保し、

これを全額繰越金とする処分案が承認され

ました。22年度末の正味財産は38百万円

となり、東京大学校友会支援基金の寄附金

残高39百万円と合わせ78百万円の資金が

蓄えられています。

　一方、23年度活動計画については、コ

ロナ禍収束を受けて、入学同期学年会（柏、

駒場各キャンパス）、ソウル大学校との第

3回親善交流会等、大規模な対面行事を

久々に開催することになりました。このた

め、物件費、事務局人件費を合わせ21

百万円の支出を見込む一方、会費の組織的

納入体制が未構築のため収支赤字（565万

円）やむなしとする予算案が了承されまし

た。予算案に付帯して、「大学本部・部局、

団体会員と協働して個人会員（在学生、教

職員、卒業・修了生）へ会費納入を働きか

ける」という財務基盤の増強策が事務局か

ら説明されました。

　さらに、本年10月21日開催予定の代議

員会への付議案件として、2024年度役員

改選案が議決されました。これは、24年

春の役員改選期（任期2年）に大学部局長

個人からのご寄附につきま
して、100万円以上ご寄附
いただいた方には、東京大
学のロゴと東京大学校友会
の名が刻まれたクリスタル
製ペーパーウェイトを贈呈。

東大ロゴ入りクリスタルペーパーウエイト
個人からのご寄附につ
きまして、5万円以上
ご寄附いただいた方に
校友会支援会員とし、
銀杏をデザインした特
製バッジを贈呈

東大校友会バッジ

「東京大学校友会支援基金は全世代を支えます」

東大校友会V会員加入のご案内
東京大学校友会は2024年に発足
20周年を迎える全学同窓組織です。
校友会の通常経費等年間数千万円
を賄うため、1回きり1万円の会
費納入をお願いしています。

東京大学校友会の活動は、卒業・修了生向けに秋のホームカミングデイ
（大学と共催）が最大のイベントであり、在学生を含む全世代の同期学
年会の形成や、在学生向けの特別行事の開催に注力しています。本支援
基金へのご寄付は税制特典もあり、広くご協力をお願いしています。

校友会支援基金

校友会V会員

●『淡青』がお手元に届いた卒業生・修了生の方へ
住所変更、発送停止等のご連絡は以下のメールアドレス宛にお願いいたします。
東京大学校友会　utaa.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp


